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研究要旨 

研究Ｉ. 沖縄県における MSM の HIV 受検者の特性の解析 

1．CBO 活動・資材（以下 CBO 群）の認知では 25-44 歳を中心に 44 歳以下で 91.8％を占めた。2.CBO

群では、偽陽性の意味を把握していた。3.CBO 群では、家族より友人とのコミュニケーション環

境が構築されていた。4.CBO 群では、HIV・性感染症に関する相談支援制度を認知している割合が

高かった。5.CBO 群では男性との性交渉では、コンドーム装着率に差を認めないが、女性では有

意に高かった。6.CBO 群では、行政のホームページ以外の公的資材へのアクセスは有意に高かっ

た。本研究実施計画については名古屋市立大学看護学部研究倫理委員会より実施の承認を得た(ID

番号 11026-2) 。 

研究Ⅱ. コミュニティネットワークを用いたMSMを対象とする性の健康、HIV/AIDS感染予防行動に

関する質問紙調査－GCQアンケート2013－ 

1.ゲイを自認する割合は、年代間で有意差は認めなかった。2.独居の割合は、年齢が高くなるに

つれて正の相関を認めた。3.ゲイ商業施設の生涯利用率は年齢が高くなるにつれて正の相関を認

めた。4.出会い系サイトの利用率は年齢が高くなるにつれて負の相関を認めた。5.ゲイ向け合コ

ンは 25-29 歳、ゲイの乱パは、30-34 歳から高くなり、それ以降の年齢層でもほぼ同じ割合であっ

た。6．ハッテン場利用は、年齢が高くなるにつれて正の相関を認めた。7.ハッテン場（公共施設）

の利用は 30-34 歳以上で急激に増加し、40 歳以上が最も高く 50％超の割合であった。8.生涯の

HIV 検査受検歴は、30-34 歳が 75.9％と最も高く、全ての年代で 50％超であった。9.過去１年間

の受検歴割合は 30％前後であった。10.過去 1 年の検査場所で、保健所の即日検査と通常検査の

間では、29 歳以下ではほぼ同率で差がなく、30 歳以上では前者が 6％と高い割合であった。本研

究実施計画については名古屋市立大学看護学部研究倫理委員会より実施の承認を得た(ID 番号

11027-2) 。 

研究Ⅲ．2013年度のCBO活動実績 

1.コミュニティセンター運営方法、2.HIV予防啓発プログラム、3.mabuiへの誘導プログラム、   

4.ゲイバーへのアプローチ方法、5.ゲイバー以外へのアプローチ方法、6.沖縄に訪れる県外MSM

へのアプローチ方法、7.相談プログラム、8.検査促進に分けて検討した。新しいプログラムを行

うことで活動の停滞化を避けた。行政の行うMSM検査会の広報及び県からの委託費で啓発を実施す

るなど、行政との連携が密になってきた。今後はターゲットを絞った啓発プログラムの開発が必

要と考える。 



 
 

研究Ｉ．沖縄県における MSM の HIV 受検者の

性行動の特性の解析 

A.研究背景と目的 

沖縄県における HIV 感染者の増加は 1999

年より顕著となり、2007 年度以降、連続して

人口あたりの HIV 感染者は全国最上位を占め

ており、その 85％以上が MSM である。AIDS

の届出は 2011 年は人口比で全国 1位となり、

受検の向上が急務である。 

以上より、沖縄県における HIV 感染の増大

は大部分が MSM 間で起きており、病期の進行

した症例が多くを占めていることが明らかと

なり、MSM における検査受検率を現状よりも

高めて、感染者を速やかに医療機関へとつな

ぐことが喫急の課題と言える。  

これらの背景から、HIV 検査を軸としたエ

イズ対策に資するために、沖縄県における各

検査施設における受検者の特徴を把握し、MSM、

MSM 以外の男性、女性別に属性等を比較検討

し、MSM 受検者の受検行動の啓発に最も有効

な方策を明らかにすることを目的としてアン

ケート調査を行った。 

 

B.研究方法 
1．組織と方法 
沖縄県において沖縄県健康福祉保健部健康

増進課の協力を得て、3 ヶ所の保健所で実施

した。 

実施期間中、協力検査機関を利用した HIV

を含む性感染症の検査受検者の来場時に、調

査依頼とともに配布し、通常検査・即日検査

ともに、結果を返す前(受付～採血終了～結果

告知前のいずれかの時点で)の記入を依頼し

た。 記入後、回答者本人が回答用封筒に密封

し、回収箱に投函して回収した。各協力機関

において回収されたアンケートを毎月月末に

まとめ、報告票とともに調査事務局に送付し

回収した。本調査は倫理的配慮として名古屋

市立大学看護学部研究倫理委員会の承認を得

て実施された(ID 番号 11026-2) 。  

本報告では回答者の性別が男性であり、生

涯に男性との性行為経験を有するものを MSM

とし、MSM 以外の男性、女性の 3 群に分類し

た。また属性等を把握する目的で全体を集計

する場合には、本調査に初回回答であり各項

目に無回答であったものを除き分析対象者と

した。 
 

2.研究期間  
2013 年 1 月から 2013 年 9月末とした。 

 

3.実施地域 

沖縄県那覇市、南城市、沖縄市の 3保健所

（南部福祉保健所、中部福祉保健所、中央福

祉保健所）で実施した。 

 

4.アンケート内容 

質問項目は基本属性、性行動、介入プログ

ラムの認知等全 24 問とした。介入の認知項目

以外は本研究班で実施されている他地域の質

問項目と同じ項目とした。 

2013年１月から新たにHIV/STIや検査に関

する知識として以下の 5 項目を追加した。

ウィンドウピリオドについて｢通常の HIV 検

査では、感染から 2～3ヶ月経過しないと感染

しているかどうか分からない(正答)｣、偽陽性

の可能性について｢HIV 即日検査や郵送検査

キットでは、感染していなくても陽性（感染

している）と結果が出ることがある。（正答）｣ 、

偽陽性の場合、再検査の必要性があることに

ついて｢HIV 即日検査や郵送検査キットでは、

検査結果を確認するため病院などで再度検査

が必要になる場合がある。(正答)｣、重複感染

について｢性感染症に感染していると、HIV に

感染しやすくなる。(正答)｣、服薬治療につい

て｢HIV 感染症は医療の進歩で、服薬を継続す

ることでエイズ発症をコントロールできる病

気となった。(正答)｣。これらの項目の追加に

あたっては各保健所担当者や CBO 等の当事者

と検討を重ねた。 

 

 



 
 

C.研究結果 

1．アンケート回収数 

本報告では2013年9月末までの結果を速報

値として集計した。実施期間中、協力機関で

実施された全受検者1,464件中、質問紙は547

人の回答を得た(回収率 37.4%)。MSM は質問紙

回答者中の 19.9％（109 人）を占めた。 

 

2.回答者の属性（表１） 

Community-Based Organization（以下、CBO）

による活動の認知別で 2群に分けた場合、各

質問に対する回答率に有意差は認めなかった。 

 

3.HIV/STI や検査に関する知識（表 2） 

CBO 活動の認知別で２群に分けた場合、有

意差は認めなかった。 

 

4.アンケート結果 

沖縄県における MSM の HIV 受検者の特性は、 

1)CBO 活動・資材の認知群（以下 CBO 群）で

は25 ｰ 44歳を中心に44歳以下で96.6％を

占めた（表 1）。 

2)CBO 群では、偽陽性の意味を把握していた

（表 2）。 

3)CBO 群では、家族より友人とのコミュニ

ケーション環境が構築されていた。 

4)CBO 群では、HIV・性感染症に関する相談支

援制度を認知している割合が高かった。 

5)CBO 群では男性との性交渉では、コンドー

ム装着率に差を認めないが、特定の女性と

の性交渉では有意に高かった（表 3）。 

6)CBO 群では、行政のホームページ以外の公

的資材へのアクセスは有意に高かった（表

4）。 

 

D.考察 

1.MSM の受検者層の年齢が他の群に比して低

かったのは、MSM はもっともハイリスクグ

ループであるので好ましい結果であった。

逆にいえば非 MSM 以外の男性では若年者層

の受検の意識欠如が課題である。 

2．MSM では経済状況が問題であり、受検にお

ける無料化は受検行動を惹起するのに有効

と思われた。 

 

E.結語 

 CBO群と非CBO群では公的資材のアクセス度

に違いが認められ、これらを考慮した啓発活動

が必要である。 

 

研究Ⅱ.コミュニティネットワークを用いた

MSMを対象とする性の健康、HIV/AIDS感染予防

行動に関する質問紙調査-GCQアンケート2013-  

A. 目的 

沖縄地域に在住するMSMの性行動の特性およ

びコミュニティ組織 （CBO）の活動の評価分析

を行う。 

 

B.研究方法 

1.実施場所：沖縄県内（インターネット回答） 

2.実施期間：2013年4月11日～同年7月15日。 

3.実施方法：nankr沖縄の配布したQRコードを

受け取ったMSM。 

4.質問項目：基本属性、検査行動、性行動、性

感染症既往歴、HIVに関する対話経験、周囲

の感染者の有無、予防介入プログラムへの接

触状況とした。 

 

C.研究結果 

全配布者747人中、回答した349人の回答を得

た(回収率44.9%)。 

1.ゲイを自認する割合は、年代間で有意差は認

めなかった（表5）。 

2.独居の割合は、年齢が高くなるにつれて正の

相関を認めた。 

3.ゲイ商業施設の生涯利用率は年齢が高くな

るにつれて正の相関を認めた（表6）。 

4.出会い系サイトの利用率は年齢が高くなる

につれて負の相関を認めた。 

5.ゲイ向け合コンは25-29歳以上、ゲイの乱パ

は、30-34歳以上で急に増えて、以後プラトー

に達していた。 



 
 

6．ハッテン場利用は、年齢が高くなるにつれ

て正の相関を認めた。 

7．ハッテン場（公共施設）の利用は30-34歳以

上で急激に増加し、40歳以上が最も高く50％

超の割合であった。 

8.生涯のHIV検査受検歴は、30-34歳が75.9％と

最も高く、全ての年代で50％超であった（表

7）。 

9.過去１年間の受検歴割合は30％前後であっ

た（表7）。 

10.過去1年の検査場所で、保健所の即日検査と

通常検査の間では、29歳以下ではほぼ同率で

差がなく、30歳以上では前者が6％と高い割

合であった。 

11．CBO介入活動の評価（表8） 

Nankr 沖縄の認知度は 30-34 歳が 90％と高

く、24 歳以下で 56.6％と年代間で有為な差を

認めた。一方、コミュニティセンターmabui

の認知度はどの群でも 80％前後と高かった

が、mabui への訪問歴は 29 歳以下が高く、30

歳以上ではでは 30％前後と低かった。Nankr

コンドームの持ち帰りは、平均で 47.8％、年

齢が高くなるほど高かった。 

 

D.考察と結語 

年齢の高さと相関して感染の高いリスク行

動を選択することが明らかとなった。中高年

者に対する検査啓発活動に注力する必要があ

る。 

 

研究Ⅲ．沖縄県における MSM 向け HIV 予防啓

発プログラムの開発の検討 

A.研究目的： 

沖縄県のMSMに対して地方都市向けHIV予防

啓発プログラムの開発を検討した。 

 

B.研究方法 

1.コミュニティセンター運営方法  

2.HIV予防啓発プログラム  

3.mabuiへの誘導プログラム  

4.ゲイバーへのアプローチ方法  

5.ゲイバー以外へのアプローチ方法  

6.沖縄に訪れる県外MSMへのアプローチ方法  

7.相談プログラム  

8.検査促進 

 

C.研究結果 

1.コミュニティセンター運営 

1)月別来場者数と新規来場者数(図1) 

 木曜日から日曜日の週4日の開館とした。 

 

2)オープンスペース(図2) 

mabuiではカフェコーナー以外にオープンス

ペースを設けている。貸出も行い、MSMのサー

クル等がイベントや練習、ミーティング等に使

用している。その際、啓発資材を置いてある

コーナーを通るよう工夫を行った。また、ス

ペース利用の際に検査情報の提供や啓発イベ

ントの告知、予防啓発を行った。 

 

2.HIV予防啓発プログラム(表9) 

1)なんくる倶楽部R(年3回) 

HIVとゲイライフについてワークショップを

行った。参加者が堅苦しくならないような環境

づくりを工夫して行った。 

 

2)大人授業(年3回) 

なんくる倶楽部Rとは違う切り口で勉強会を

行った。MSMが関心のある事柄とHIVを関連付け

ることで体験型の勉強会となった。 

 

3)Living Together café in ryukyu 

「すべての人がHIVとともに生きている」とい

うリアリティを共有するためのプロジェク

ト「Living Together計画」に賛同し、12月

にコミニティセンターmabui、1月は宮古島、

石垣島で開催した。また今年度は性的マイノ

リティがより生きやすい社会に、という思い

を抱く人たちが集う「ピンクドット沖縄」や

セクシュアリティ不問のミックスビーチ

パーティ「SEXUALITY ON THE BEACH」など

他団体が主催するイベントで開催した。 



 
 

4)ブラジル人HIV陽性者の講演会及び情報交換

会 

沖縄県中部福祉保健所と共催で、ブラジルの

HIV陽性者運動のリーダーであるジョゼ・アラ

ウージョ・リマ・フィーリョ氏を招き、「エイ

ズ対策世界一のブラジルに学ぶ」と題した講演

と情報交換会を行った。 

 

3.mabuiへの誘導プログラム(表10) 

1)リョウコン(年3回) 

昨年度も多くの参加のあった「リョウコン」

を継続して行った。イベント終了後には検査

キャンペーンや啓発プログラム等の紹介を

行った。 

 

2)mabuiパーリー 

HIV感染症・エイズに関心のない層に対して、

MSMが関心のあるアイテムや食べ物などをテー

マとしてパーティ形式でイベントを行い、セン

ターの周知及び初来館者を促進する目的で実

施した。 

 

3)展示会 

沖縄在住のアーティストによる詩画展や廃

刊となったゲイ雑誌の展示を行った。 

 

4)南定四郎トークショー 

「ゲイ・カルチャーとシチズンシップ」と題

した日本のゲイ運動を牽引してきた南定四郎

氏による講演会を行った。 

 

4.ゲイコミュニティ：ゲイバーへのアプローチ 

1)コンドーム(図3) 

nankr童(わらばー)というチームを組み、お

揃いのポロシャツを着て2週間に1度本島内の

全ゲイバー(那覇市31軒、沖縄市6軒)へオリジ

ナルパッケージコンドームの補充を行った。ま

た離島にある全てのゲイバー(宮古島1軒、石垣

島2軒)には、それぞれ協力してくれる人をリク

ルートし、コンドームが少なくなると連絡を受

けて郵送にて補充を行った。コンドームのパッ

ケージは沖縄の景色にし、実家住まいの県内在

住者には持って帰り易く、県外からの観光客に

はお土産にもなるようなデザインを行った。 

 

2)コミュニティペーパー「nankr」 

年に4回の発行を計画。従来のA3からB3サイ

ズに紙面を拡大し、情報量も増え見やすくなっ

た。リニューアルに合わせ、多くの人が手に

とって見てもらえるよう『星占い』や県内ゲイ

バー・サークルなどが主催する『イベントスケ

ジュール』を掲載し、中高年にも興味をもって

もらえるようゲイマガジン『アドン』の元編集

長南定四郎氏のコラム、『ゲイが病気をする時』

のアドバイジングコーナーも設けた。また、県

内にもHIV陽性者がいるというリアリティを持

てるように県内のHIV陽性者団体OHPAM(オーパ

ム)と連携して HIV陽性者手記を掲載した。  

 

3)啓発ポスター 

MSMに人気のある漫画家に書き下ろしイラス

トを描いてもらい、予防啓発ポスターを作成し

た。 

 

5.ゲイバー以外のコミュニティへのアプロー

チ 

1)クラブイベント(表11) 

 ゲイのみの入場が許されるクラブイベント

においてトイレや会場入口にオリジナルパッ

ケージコンドームやコミニティペーパーを設

置し、配布を行った。 

 

2)沖縄ゲイ裏掲示板 

 沖縄におけるMSMの間で利用者の多い掲示板

にバナーを貼るなど、イベントやMSM検査会の

広報を行った。 

 

3)スポーツ大会(表12) 

県内で行われるMSMのバレーボール・バドミ

ントン・テニス大会において開会式に時間を頂

き、nankr沖縄の活動やmabuiの説明、MSM検査

会等の紹介を行い、参加者全員にコミュニティ



 
 

ペーパー、オリジナルパッケージコンドーム、

mabuiパンフレット、検査会フライヤーなどの

セットを配布した。 

 

4)ツイッター 

mabuiのツイッターにてMSM検査会について

定期的にツィートし、イベント告知などにも利

用した。2004年1月末現在のフォロアー数は755

人であった。 

 

5)発展場及びショップ 

本地域にある全ての有料発展場2軒及び全ゲ

イショップ1軒にイベントポスターやコミュニ

ティペーパーの設置を行った。 

 

6.沖縄に訪れる県外MSMへのアプローチ(図4) 

沖縄は人口の割合からすると、ゲイ商業施設

がとても多い。それは県外からの利用者が多い

ことがその理由として挙げられ、県外から訪れ

るMSMは沖縄のゲイコミニティの構成員と言え

る。そのため県外から訪れるMSMへのアプロー

チも重要と考える。 

 

1)ビーチパーティ(表13) 

沖縄県内には各ゲイバー主催のビーチパー

ティが行われる。その中でも最大の300人以上

(県外からの参加者は半分以上)が参加するイ

ベントで主催者に協力を頂き、復路での送迎バ

スの中でコミュニティペーパーとオリジナル

パッケージコンドーム、コミュニティセンター

ガイドの配布を行った。 

 

7.相談プログラム(表14) 

MSMの性的趣向を踏まえた、HIV予防、HIV検

査機関、セクシュアルに関する悩み等の相談・

情報提供を行った。 

1)mabuiスタッフによる相談 

センター内での対面、電話、メールで相談を

受けた。対面については個室を設けるのではな

くオープンスペースでの対応を行った。 

 

2)専門家によるカウンセリング 

セクシュアルマイノリティに理解のあるカ

ウンセラーによるカウンセリング会を月に1度

開催した。そしてmabuiスタッフで対応できな

い相談事例を紹介することとした。 

 

8.検査促進(表15) 

9月に那覇市保健所で、11月に南部保健所で

行われたMSM対象の休日検査の広報を行い、MSM

への検査促進を行った。受検者には、HIV予防

のための正しいローションとコンドームの使

用方法を記載したカードをローション・コン

ドームとセットして提供した。 

八重山保健所、宮古保健所との協働で検査促

進のポスターを作成し、ゲイ商業施設へは

nankr沖縄が、その他施設には各保健所より配

布を行った。 

 

D.考察 

1.コミュニティセンター運営 

4月から12月までの総来場者数は2,208人で

前年の同期間の1,528人と比べて約1.5倍増加

した。そして新規来場者は170人で、前年の155

人から約1.1倍増加した。要因は今年度立ち上

がった若年層の性的マイノリティグループの

利用が増えていることが挙げられる。 

 

2.HIV予防啓発プログラム 

「なんくる倶楽部R」はワークショップ形式

でのプログラムで、参加者も経験を踏まえて予

防について学ぶことができた。特に参加者で啓

発ポスターを作成するワークショップでは、

HIVについて楽しみながら考えるよい機会と

なった。 

「大人の授業」では、性交渉の際実際に使用

するグッズを手に取りながら学ぶなど、より具

体的な啓発となった。 

「Living Together café」では、沖縄在住の

陽性者の手記を聞くことで、HIVをより身近に

感じることができた。特に離島ではHIVに関す

る質問が多数あり、関心を持ってもらうことが



 
 

できた。宮古島、石垣島では各保健所に訪問し、

担当者とそれぞれ1時間程度の意見交換会を行

うことができた。また他団体主催のイベントで

のLiving Togetherでは、幅広い層へのアプ

ローチができた。 

ブラジル人HIV陽性者の講演会及び情報交換

会では、世界でもエイズ対策が進んだ国として

高い評価を得られているブラジル社会の背景

について学び、陽性者自身と直接話すことで

HIVに対する偏見の軽減につながった。 

 

3.mabuiへの誘導プログラム 

継続しているリョウコンは毎回20人近くの

参加者があり、好評価を得た。今年度より始め

たmabuiパーリーでは40人前後の参加があり、

新規来場者もそれぞれ5人いた。廃刊になった

ゲイ雑誌の展示には中高年や当時のゲイ・カル

チャーに関心のあるMSMが来場した。 

 

4.ゲイコミュニティ：ゲイバーへのアプローチ 

2週間に1度アウトリーチを継続しているこ

とでお客さんから声をかけられたりと、nankr

の存在が定着してきた。また今年度からコミュ

ニティペーパーのサイズが大きくなったこと

で情報量が増えた。特に新しく設けた県内ゲイ

関連イベントスケジュールは好評で、ゲイバー

のマスター等からの情報提供を積極的に行っ

た。ゲイバーへのコンドーム補充は4月から12

月までで7,467個で昨年の同期間の7,789個と

ほぼ同数であった。 

また、人気漫画家のイラストによる啓発ポス

ターはゲイコミュニティより高評価を得た。 

 

5.ゲイバー以外のコミュニティへのアプロー

チ 

スポーツ大会等イベントに頻繁に顔を出す

ことでnankr沖縄やmabuiの認知度が上がって

きた。沖縄ゲイ裏掲示板からmabuiに繋がる

ケースも多かった。 

 

 

6.沖縄に訪れる県外MSMへのアプローチ 

 昨年度と同じペースでの県外MSMがmabuiへ

来場した。来場者にはmabuiやnankrの活動を紹

介したオリジナルパッケージコンドームを提

供する等の啓発と同時に、来場者の居住する地

域のコミュニティセンターの紹介等も行った。 

 

7.相談プログラム 

 ライフステージなどの相談が主だが、STI･

HIVに関する相談も一定数あった。月に1回の専

門家によるカウンセリングはなかなか日程が

合わず相談できない人もいたが、スタッフが受

けた相談のリソース先としての役割は大きい

と考えられる。 

 

8.検査促進 

 9月に那覇市保健所が行ったMSM休日検査は

14名の受検者があった。そのうち初受検者が1

名であった。11月に南部保健所が行ったMSM休

日検査では10名の受検者のうち、初受検者は4

名であった。初受検者の獲得に有効な検査促進

が実施できたと考えられる。 

 

E.結語 

新しいプログラムを開発し、実施したことで

活動のマンネリ化が解消できた。行政の行う

MSM検査会の広報活動や県の委託費を使った啓

発活動の実施といった行政との連携が密に

なってきた。 

今後はターゲットを絞った啓発プログラム

の開発が必要だと考える。 

 

F. 個人情報の管理について 

1. 個人情報の紛失、流出、改ざんおよび漏洩

などを防ぐため、個人情報を保有するのは研

究代表者と分担研究者のみとし、情報管理上

問題は発生しなかった。 

2. 法令等の順守について 

個人情報保護に関して適用される法令、国

のガイドラインを熟読し順守した。 
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付表１ GCQ アンケート（2013）「年齢別の基礎属性」 

 

 

性的指向
ゲイ(同性愛者) 63 75.9% 55 72.4% 48 82.8% 66 81.5% 51 85.0% 283 79.1% 0.24

バイ(両性愛者) 18 21.7% 14 18.4% 7 12.1% 13 16.0% 8 13.3% 60 16.8%

その他 2 2.4% 7 9.2% 3 5.2% 2 2.5% 1 1.7% 15 4.2%

あなたは、現在だれかと一緒に暮らしていますか？
一人暮らし 16 19.3% 28 36.8% 25 43.1% 46 56.8% 32 53.3% 147 41.1% 0.00

家族と同居 58 69.9% 41 53.9% 23 39.7% 24 29.6% 21 35.0% 167 46.6%

家族以外と同居 9 10.8% 7 9.2% 10 17.2% 11 13.6% 7 11.7% 44 12.3%

あなたは現在、結婚していますか？
結婚している 1 1.2% 3 1.2% 1 3.9% 1 1.7% 3 1.2% 9 5.0% 0.49

結婚していない 82 98.8% 73 98.8% 57 96.1% 80 98.3% 57 98.8% 349 95.0%

あなたは現在、健康保険を持っていますか？
国⺠健康保険 31 37.3% 25 37.3% 22 32.9% 22 37.9% 20 27.2% 120 33.3% 0.00

職場の健康保険 29 34.9% 49 34.9% 34 64.5% 55 58.6% 40 67.9% 207 66.7%

被扶養者の健康保険 13 15.7% 1 15.7% 2 1.3% 1 3.4% 0 1.2% 17 0.0%

持っていない 10 12.0% 1 12.0% 0 1.3% 3 0.0% 0 3.7% 14 0.0%

次の中でこれまでに利⽤したものはありますか？（あてはまるものすべて）
ゲイバー 70 84.3% 65 85.5% 53 91.4% 75 92.6% 59 98.3% 322 89.9% 0.04

ゲイナイト 47 56.6% 57 75.0% 46 79.3% 58 71.6% 50 83.3% 258 83.3% 0.00

ゲイショップ 21 25.3% 31 40.8% 43 74.1% 48 59.3% 41 68.3% 184 51.4% 0.00

PC出会い系サイト 62 74.7% 48 63.2% 31 53.4% 45 55.6% 33 55.0% 219 61.2% 0.04

携帯出会い系サイト 35 42.2% 26 34.2% 15 25.9% 30 37.0% 20 33.3% 126 35.2% 0.38

mixiなどのSNS 35 42.2% 44 57.9% 33 56.9% 39 48.1% 34 56.7% 185 51.7% 0.21

エロ系SNS 69 83.1% 53 69.7% 42 72.4% 57 70.4% 43 71.7% 264 73.7% 0.28

スマートフォンのゲイ向けアプリ 50 60.2% 50 65.8% 33 56.9% 47 58.0% 31 51.7% 211 58.9% 0.56

ゲイ向けサークル 11 13.3% 16 21.1% 13 22.4% 17 21.0% 16 26.7% 73 20.4% 0.37

ゲイ向け合コン 4 4.8% 11 14.5% 8 13.8% 10 12.3% 6 10.0% 39 10.9% 0.30

ゲイの乱パ 1 1.2% 5 6.6% 8 13.8% 9 11.1% 7 11.7% 30 8.4% 0.05
有料のハッテン場 32 38.6% 30 39.5% 43 74.1% 46 56.8% 40 66.7% 191 53.4% 0.00

野外のハッテン場 15 18.1% 17 22.4% 19 32.8% 30 37.0% 31 51.7% 112 31.3% 0.00

ハッテン場で有名な公共施設 12 14.5% 14 18.4% 24 41.4% 30 37.0% 31 51.7% 111 31.0% 0.00

いずれも利⽤なし 5 6.0% 5 6.6% 2 3.4% 0 0.0% 0 0.0% 12 3.4% 0.06

n=358

年齢
合計 Pearson χ2

24歳以下 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40歳以上
n=83 n=76 n=58 n=81 n=60



 
 

付表 2  GCQ アンケート（2013）「年齢別の検査行動、HIV の身近さ、性感染症罹患、性行動」 

 

 

これまでにHIV抗体検査を受けようと思ったことはありますか？
ある 62 74.7% 63 82.9% 52 89.7% 71 87.7% 53 88.3% 301 84.1% 0.08

ない 21 25.3% 13 17.1% 6 10.3% 10 12.3% 7 11.7% 57 15.9%

これまでにHIV抗体検査を受けたことはありますか？
ある 41 49.4% 46 60.5% 44 75.9% 55 67.9% 42 70.0% 228 63.7% 0.01

ない 42 50.6% 30 39.5% 14 24.1% 26 32.1% 18 30.0% 130 36.3%

過去1年間にHIV抗体検査を受けたことはありますか？
ある 24 28.9% 20 26.3% 21 36.2% 25 30.9% 17 28.3% 107 29.9%

ない 59 71.1% 56 73.7% 37 63.8% 56 69.1% 43 71.7% 251 70.1% 0.79

過去１年の検査場所
保健所の通常検査 12 14.5% 12 15.8% 6 10.3% 15 18.5% 5 8.3% 50 14.0% 0.43

保健所の即日検査 13 15.7% 13 17.1% 10 17.2% 10 12.3% 8 13.3% 54 15.1% 0.90

保健所の夜間検査 0 0.0% 0 0.0% 1 1.7% 2 2.5% 0 0.0% 3 0.8% 0.29

医療センターなどの病院 1 1.2% 0 0.0% 4 6.9% 2 2.5% 3 5.0% 10 2.8% 0.10

クリニック・医院・診療所 0 0.0% 0 0.0% 1 1.7% 1 1.2% 2 3.3% 4 1.1% 0.32

郵送検査キット 1 1.2% 0 0.0% 1 1.7% 1 1.2% 0 0.0% 3 0.8% 0.74

その他 1 1.2% 1 1.3% 1 1.7% 0 0.0% 1 1.7% 4 1.1% 0.86

あなたの友達や知り合いにHIVに感染している人はいると思いますか？
いる 8 9.6% 13 17.1% 19 32.8% 33 40.7% 19 31.7% 92 25.7% 0.00

いると思う 20 24.1% 15 19.7% 14 24.1% 11 13.6% 19 31.7% 79 22.1%

いないと思う 22 26.5% 19 25.0% 7 12.1% 11 13.6% 8 13.3% 67 18.7%

いない 13 15.7% 7 9.2% 1 1.7% 3 3.7% 3 5.0% 27 7.5%

わからない 20 24.1% 22 28.9% 17 29.3% 23 28.4% 11 18.3% 93 26.0%

過去6ヵ月間に彼氏や恋人とHIVやエイズについて話したことがありますか？
ある 27 32.5% 15 19.7% 24 41.4% 28 34.6% 17 28.3% 111 31.0% 0.22

ない 31 37.3% 40 52.6% 23 39.7% 30 37.0% 25 41.7% 149 41.6%

彼氏・恋人がいなかった 25 30.1% 21 27.6% 11 19.0% 23 28.4% 18 30.0% 98 27.4%

過去6ヵ月間に友達や知り合いとHIVやエイズについて話したことがありますか？
ある 39 47.0% 33 43.4% 31 53.4% 42 51.9% 30 50.0% 175 48.9% 0.77

ない 44 53.0% 43 56.6% 27 46.6% 39 48.1% 30 50.0% 183 51.1%

過去6ヵ月間に周囲の人とHIVやエイズについて話したことがありますか？
ある 45 54.2% 37 48.7% 34 58.6% 45 55.6% 31 51.7% 192 53.6% 0.82

なし 78 94.0% 75 98.7% 53 91.4% 75 92.6% 52 86.7% 333 93.0%

次の中で、これまでにかかったことがある性感染症はありますか？（あてはまるものすべて）
梅毒 5 6.0% 1 1.3% 5 8.6% 6 7.4% 8 13.3% 25 7.0% 0.10

A型肝炎 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 2.5% 0 0.0% 2 0.6% 0.14

B型肝炎 3 3.6% 0 0.0% 5 8.6% 8 9.9% 7 11.7% 23 6.4% 0.03

クラミジア 2 2.4% 7 9.2% 4 6.9% 5 6.2% 0 0.0% 18 5.0% 0.10

尖圭コンジローマ 1 1.2% 4 5.3% 2 3.4% 4 4.9% 1 1.7% 12 3.4% 0.53

淋病 0 0.0% 3 3.9% 4 6.9% 3 3.7% 4 6.7% 14 3.9% 0.20

HIV感染症 2 2.4% 2 2.6% 2 3.4% 2 2.5% 1 1.7% 9 2.5% 0.98

⾚痢アメーバ 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.2% 0 0.0% 1 0.3% 0.49

毛じらみ 15 18.1% 16 21.1% 29 50.0% 26 32.1% 24 40.0% 110 30.7% 0.00

性器ヘルペス 0 0.0% 1 1.3% 0 0.0% 1 1.2% 3 5.0% 5 1.4% 0.10

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.2% 1 1.7% 2 0.6% 0.52

いずれもなし 63 75.9% 49 64.5% 21 36.2% 41 50.6% 23 38.3% 197 55.0% 0.00

これまでに男性とセックスをしたことがありますか？
ある 76 91.6% 70 92.1% 57 98.3% 75 92.6% 60 100.0% 338 94.4% 0.10

ない 7 8.4% 6 7.9% 1 1.7% 6 7.4% 0 0.0% 20 5.6%

これまでに男性とアナルセックスをしたことがありますか？
ある 69 83.1% 65 85.5% 56 96.6% 73 90.1% 54 90.0% 317 88.5% 0.13

ない 14 16.9% 11 14.5% 2 3.4% 8 9.9% 6 10.0% 41 11.5%

n=358

年齢
合計 Pearson χ2

24歳以下 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40歳以上
n=83 n=76 n=58 n=81 n=60



 
 

付表 3  GCQ アンケート（2013）「年齢別の性行動」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去6ヶ月間のアナルセックス経験
過去6ヶ月間あり 59 85.5% 59 90.8% 47 83.9% 58 79.5% 39 72.2% 262 82.6% 0.09

過去6ヶ月間なし 10 14.5% 6 9.2% 9 16.1% 15 20.5% 15 27.8% 55 17.4%

合計 69 100.0% 65 100.0% 56 100.0% 73 100.0% 54 100.0% 317 100.0%

コンドーム使用状況
非常用 37 62.7% 31 52.5% 21 44.7% 30 51.7% 19 48.7% 138 52.7% 0.43

常用 22 37.3% 28 47.5% 26 55.3% 28 48.3% 20 51.3% 124 47.3%

合計 59 100.0% 59 100.0% 47 100.0% 58 100.0% 39 100.0% 262 100.0%

彼氏や恋人などの相手とのコンドーム使用状況
非常用 17 45.9% 15 57.7% 12 63.2% 13 56.5% 9 60.0% 66 55.0%

常用 20 54.1% 11 42.3% 7 36.8% 10 43.5% 6 40.0% 54 45.0%

合計 37 100.0% 26 100.0% 19 100.0% 23 100.0% 15 100.0% 120 100.0%

友達やセクフレなど恋人ではない特定の相手とのコンドーム使用状況
非常用 19 76.0% 11 47.8% 7 35.0% 10 55.6% 10 55.6% 57 54.8% 0.09

常用 6 24.0% 12 52.2% 13 65.0% 8 44.4% 8 44.4% 47 45.2%

合計 25 100.0% 23 100.0% 20 100.0% 18 100.0% 18 100.0% 104 100.0%

その場限りの相手とのコンドーム使用状況
非常用 13 76.5% 9 47.4% 5 27.8% 13 54.2% 7 50.0% 47 51.1% 0.07

常用 4 23.5% 10 52.6% 13 72.2% 11 45.8% 7 50.0% 45 48.9%

合計 17 100.0% 19 100.0% 18 100.0% 24 100.0% 14 100.0% 92 100.0%

年齢
合計 Pearson χ2

24歳以下 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40歳以上



 
 

付表 4  GCQ アンケート（2013）：年齢別の性行動、薬物使用、金銭を介した性行動、資材認知 

 

 

過去6ヶ月間に、口内射精をしたことがありますか？または、口内射精をされたことはありますか？
口内射精したことがある 23 27.7% 28 36.8% 19 32.8% 20 24.7% 10 16.7% 100 27.9% 0.00

口内射精されたことがある 16 19.3% 3 3.9% 10 17.2% 4 4.9% 4 6.7% 37 10.3%

どちらもある 16 19.3% 13 17.1% 8 13.8% 10 12.3% 7 11.7% 54 15.1%

どちらもない 28 33.7% 32 42.1% 21 36.2% 47 58.0% 39 65.0% 167 46.6%

過去6ヶ月間のセックス時の薬物併用経験
いずれもなし 71 85.5% 67 88.2% 47 81.0% 62 76.5% 47 78.3% 294 82.1% 0.18

バイアグラのみ併用 2 2.4% 2 2.6% 3 5.2% 4 4.9% 7 11.7% 18 5.0%
他の薬物併用経験あり 10 12.0% 7 9.2% 8 13.8% 15 18.5% 6 10.0% 46 12.8%

過去6ヶ月間のセックス時の薬物併用経験（再掲）
いずれもなし 71 85.5% 67 88.2% 47 81.0% 62 76.5% 47 78.3% 294 82.1% 0.30

他の薬物併用経験あり 12 14.5% 9 11.8% 11 19.0% 19 23.5% 13 21.7% 64 17.9%

過去6ヵ月間に、コンドームを買ったことがありますか？
ある 29 34.9% 28 36.8% 34 58.6% 36 44.4% 19 31.7% 146 40.8% 0.02

ない 54 65.1% 48 63.2% 24 41.4% 45 55.6% 41 68.3% 212 59.2%

過去6ヵ月間に、コンドームをすぐに使えるよういつも身近に持っていましたか？
いつも持っていた 24 28.9% 32 42.1% 31 53.4% 40 49.4% 28 46.7% 155 43.3% 0.01

時々持っていた 22 26.5% 14 18.4% 16 27.6% 23 28.4% 16 26.7% 91 25.4%

持っていなかった 37 44.6% 30 39.5% 11 19.0% 18 22.2% 16 26.7% 112 31.3%

過去6か⽉間に相⼿にお⾦を払ってセックスをしたことがありますか？
ある 10 12.0% 6 7.9% 8 13.8% 9 11.1% 5 8.3% 38 10.6% 0.78

ない 73 88.0% 70 92.1% 50 86.2% 72 88.9% 55 91.7% 320 89.4%

過去6か⽉間に相⼿にお⾦をもらってセックスをしたことがありますか？
ある 14 16.9% 4 5.3% 5 8.6% 6 7.4% 0 0.0% 29 8.1% 0.01

ない 69 83.1% 72 94.7% 53 91.4% 75 92.6% 60 100.0% 329 91.9%

nankr(なんくる)を知っていますか？
知っている 47 56.6% 57 75.0% 52 89.7% 70 86.4% 51 85.0% 277 77.4% 0.00

知らない 36 43.4% 19 25.0% 6 10.3% 11 13.6% 9 15.0% 81 22.6%

沖縄コミュニティセンターmabui(まぶい) に⾏ったことがありますか？
⾏ったことがある 31 37.3% 31 40.8% 18 31.0% 27 33.3% 13 21.7% 120 33.5% 0.02

知っているが⾏ったことない 29 34.9% 28 36.8% 35 60.3% 40 49.4% 33 55.0% 165 46.1%

知らない 23 27.7% 17 22.4% 5 8.6% 14 17.3% 14 23.3% 73 20.4%

nankr(なんくる)が配布しているコミュニティペーパーnankrを読んだことがありますか？
読んだことがある 41 49.4% 50 65.8% 46 79.3% 56 69.1% 41 68.3% 234 65.4% 0.00

知っているが読んだことない 8 9.6% 4 5.3% 7 12.1% 11 13.6% 7 11.7% 37 10.3%

知らない 34 41.0% 22 28.9% 5 8.6% 14 17.3% 12 20.0% 87 24.3%

nankr(なんくる)が配布しているコンドームを持ち帰ったことがありますか？
過去1年間に持ち帰った 32 38.6% 35 46.1% 35 60.3% 33 40.7% 36 60.0% 171 47.8% 0.00

1年以上前に持ち帰った 10 12.0% 15 19.7% 13 22.4% 16 19.8% 9 15.0% 63 17.6%

知っているが持ち帰ったことない 6 7.2% 12 15.8% 4 6.9% 12 14.8% 8 13.3% 42 11.7%

知らない 35 42.2% 14 18.4% 6 10.3% 20 24.7% 7 11.7% 82 22.9%

これまでに沖縄のキャンペーンキャラクターを⾒たことがありますか？
⾒た 22 26.5% 23 30.3% 19 32.8% 22 27.2% 12 20.0% 98 27.4% 0.59

⾒ていない 61 73.5% 53 69.7% 39 67.2% 59 72.8% 48 80.0% 260 72.6%

n=358

年齢
合計 Pearson χ2

24歳以下 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40歳以上
n=83 n=76 n=58 n=81 n=60



 
 

 


